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茶には2000年の歴史。時代とともに多様に進化してきた
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Camellia sinensis　
から作られる多様な

お茶は、カフェイン、

カテキン、テアニンな
どの特異成分を含む

が故に世界中の人々

を虜にした
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様々なお茶が歴史や文化、食生活の中で生み出された

茶の分類
　　緑茶緑茶（不発酵茶）

　　　　蒸し製緑茶(日本式)
　　　　釜炒り製緑茶(中国式)
　　青茶青茶「ウーロン茶」（半発酵茶）

　　紅茶紅茶（発酵茶）

　　　　　　　※発酵：葉の酵素による酸化反応

　　黒茶黒茶「後発酵茶」（堆積茶）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　※発酵：微生物発酵

　　その他

　　　白茶白茶
　　　黄茶黄茶

　　　二次加工茶

最近では中国式の６茶種に分類されることが多い

白いお茶とは

　白茶の代表品種「白豪銀針」

中国における茶の六大分類

白いお茶の分類

白茶白茶
　中国六大茶類のひとつでもあり、白毛の生じやすい「白豪銀針、
大白茶、寿眉」等の品種を用い、軽く萎凋をし、乾燥するだけの
お茶。外観は白っぽく、浸出液も淡黄色で香気は清鮮な貴重品。

白葉茶白葉茶
　緑色の新芽に強遮光処理を行うことで日光を遮り、新芽を白色
化したもの。時期や品種を問わず白色化することが可能で、新
芽のアミノ酸含有率を著しく高めることが可能。

白い芽の品種白い芽の品種
　新芽が黄白色になる品種。中国でも日本でも見られ、大部分の
品種では気温の低い一番茶期に出現し、二番茶以後は緑色の
芽となる。いずれの品種も成分的にはアミノ酸含量が高い。



白茶の品質特性

　白茶の品質特性

全窒素 カフェイン アミノ酸 テアニン カテキン類

％ ％ ％ mg/100g ％

白茶1) 政和白牡丹 4.16 4.02 1.83 838 12.62

玉露(中級) 5.48 3.10 2.73 1480 10.79

煎茶(中級) 5.36 2.80 2.18 1210 13.56

青茶
2) ウーロン茶 4.59 3.87 1.04 ーーー 6.10

　1)　茶研報No.60(1984)将積ら

　2)　茶関係資料(H.22)、日本茶業中央会

緑茶
2)

政和白牡丹 煎　　茶 ウーロン茶

中国の白い芽の品種　安吉白茶

安吉白茶は、浙江省安吉県の海抜
800メートルの天荒坪鎮大渓村で発見
された一本の野生白葉茶樹を親木と
して、挿し木によって増やした茶樹か
ら作られる緑茶。

安吉白茶の新芽は春先の低
温下で新芽が白色化し、アミ
ノ酸の含有量が他の茶の約
２倍から３倍になるもの。そ
のため、収穫期間は短く、清
明節(旧暦春分後15日)前か
ら4月中旬の穀雨の頃までの
一ヶ月前後となる。

中国、安吉白茶

安吉白茶の品質特性

　安吉白茶の品質特性

カフェイン アミノ酸 テアニン カテキン類

％ ％ mg/100g ％

白茶1) 政和白牡丹 4.02 1.83 838 12.62

2.87-3.30 6.9－8.2 2591－3731 4.97－7.37

2.5－2.9 5.4－7.4 2800－4100 5.10－11.4

緑茶
4) 煎茶(中級) 2.80 2.18 1210 13.56

　1)　茶研報No.60(1984)将積ら

　2)　中国食品科学誌より抜粋

　3)　茶研報No.111(2011)森田ら

　2)　茶関係資料(H.22)、日本茶業中央会

安吉白茶2 )

日本の白葉品種3 )

安吉白茶によるブランディング

安吉白茶は安吉白茶は3030年程度で年程度で地方のお茶から一挙に国地方のお茶から一挙に国
家的なブランドに家的なブランドに成長成長

三つのポイント

　１．白茶産業の発展を官民の連携で実施
　　　政府が、１９９６年に大規模な茶園を開発したりするなど、インフラの整備や　　
　　　プロモーションに県レベルで2.15億元の予算投下を行い、安吉白茶研究セ

　　　ンター、白茶祖生態園などの箱物の建設の他に、コンテストの実施や茶摘

　　　みまつりなどを開催。

　２．ブランドの構築
　　　安吉白茶の差別化要因の特化と国内外における商標の取得と偽造防止の　

　　　ためのラべリングなどによる規格の保持

　３．ブランドの保持、発展
　　　大きなビジョンを持って産業化に取り組んだこと。
　　　ブランド化後も研究と開発を続け、新商品や品質向上へのたゆまぬ努力

日本の白い芽の品種
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図1　　日本で栽培されている ‘やぶきた ’と4つの白葉茶の一番茶新芽の遊離アミノ酸組成
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図1　　日本で栽培されている ‘やぶきた’と4つの白葉茶の遊離アミノ酸含量

　　　　　注）図中の値は、平均値±標準偏差（n=3）。
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日本の白葉品種の品質特性



日本の白葉品種の商品群

各Ｈ.Ｐ.より引用

強遮光処理による白葉化
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強遮光処理による白葉茶の品質特性

図２　遮光日数及び遮光率がアミノ酸含量に及ぼす影響強遮光開始時期と収量の比較
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白葉茶の収量確保と白葉化技術の確立
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図３　被覆開始日とクロロフィル含量

図１　被覆開始日と収量

2.5葉期から2週間被覆することで白葉化

し、生葉収量400kg、アミノ酸含量6%の確

保を可能とした。
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強遮光処理による白葉茶の現地実証
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現地実証　白葉茶試験販売
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平24　JAハイナン等による商品化

白い茶の値段

　蓬莱錦 　　　3150円/100g
　黄金みどり　2000円/  50g
　きら香　       2000円/  40g

　白葉美人　  1000円/  30g
　川根　皐　　 1260円/  35g

　安吉白茶　   2000円/  15g 川根本町澤本園H.P.より
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【白葉茶研究会】

生産販売拠点

生産者

販売者

　販売方法（パッ　ケージ、　

ネーミング、異業種とのコラ

ボ販売など）、品質管理方法

の検討など

ＪＡハイナン 川根本町

県内各地へ普及

ＪＡ、市町、県

白葉茶の生産拡大について

　白茶を活用した茶以外の商品(左 :：洗顔用、右：化粧品 )

サンルージェ

白葉茶の商品化について

　白葉や赤芽、黄色芽、緑芽など各種の色　
　の新芽を用いた商品化

紅白饅頭

お茶の淹れ方にもこだわりを


